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2016年度ECHONET Lite普及促進シンポジウム



１．HEMS専門委員会の設立（2015年度）

2015年9月 JEMA内にHEMS専門委員会を設立。
■基本方針

・HEMSを構成する各種機器（コントローラを含む）を取り扱う業界として，機器横断的に情報

を共有し，社会的に必要とされる共通のユースケースに関する課題への取り組みや，国・

関連団体等への意見発信などを通じて，HEMSの普及促進と会員企業の事業拡大に資する。

重電政策委員会

スマートグリッド委員会 HEMS専門委員会

エアコン分科会

蓄電池分科会

太陽光発電分科会
新エネルギーシステム政策委員会

家電政策委員会

背景１：繋がらない！

⇒ 異なるメーカのHEMS・機器の相互接続性向上が必要： AIF認証関連分科会で検討

背景２：繋がってもメリットがはっきりしない！

⇒ 必要なユースケースをビジネスとして実現するための課題解決が必要

背景３：HEMSコントローラに関する工業会が不在

⇒ 各機器の制御をつかさどるコントローラを含めて検討を行う工業会が必要
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AIF認証関連分科会
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HEMS専門委員会の16年度の推進体制

● METIのスマハ・ビル委員会、ERAB検討会に参画
● 検討課題に応じて、下部委員会・WG・TFを関連団体と連携して設立

● HEMS普及WG、HEMSコントローラ分科会、接続課題検討TFを16年度新設

重電政策委員会

スマートグリッド委員会

太陽光発電分科会

HEMS専門委員会

HEMS普及WG

エアコン分科会

HEMSコントローラー分科会

蓄電池分科会

接続課題検討TF

連携先：太陽光発電協会、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：電池工業会、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：冷凍空調工業会､ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：住団連、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：住団連、ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

連携先：ｴｺｰﾈｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ16年度新設
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HEMS専門委員会 運営状況

ＪＥＭＡ会員会社（全１７法人）

エリーパワー（株）

オムロン（株）・・・・太陽光発電分科会主査

（株）カネカ

京セラ（株）・・・・蓄電池分科会主査

シャープ(株）

新電元工業（株）

（株）正興電機製作所

ダイキン工業（株）・・・・エアコン分科会主査

田淵電機（株）

（株）デンソー

（株）東光高岳

（株）東芝ライテック ・・・・・ 委員長

ニチコン（株）

日本電気（株）

日立アプライアンス(株)

パナソニック(株) ・・・・・ 副委員長、

HEMSコントローラー分科会主査

三菱電機（株）・・・・接続課題検討TF主査

● HEMS専門委員会 ：情報共有と活動の方向付けの場
● 傘下の委員会・WG：課題に関する討議の場
● マイルストーンを明確にして、短期・長期の課題検討を推進

オブザーバ

（一社）エコーネットコンソーシアム

・・・・HEMS普及WG主査

（一社）住宅生産団体連合会

積水化学工業(株）

積水ハウス(株）
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HEMSの定義（ERAB検討会にて報告）

HEMS
コントローラ

スマート
メーター

ECHONET Lite 機器

PV出力制御 VPPリソース提供

サービス連携

HEMS

①サービス
連携窓口

・・・

サービス
需要家側に設置されたECHONET Lite機器を活用した
様々なサービス提供が想定される。

↓

＜機能要件＞
・HEMSコントローラ機能に登録されている機器プロファイルを
サービスへ提供

（機器プロファイル：機器種別、機器事業者
コード、接続状態、等）

・サービスとの双方向連携（サービス間のQoS制御を含む）

ECHONET Lite機器との連携

↓
＜機能要件＞
・ECHONET Lite機器からの情報収集＆制御
（ECHONET Lite認証、AIF認証取得）

（補足１）これまでERAB検討会やECHONET Lite WGでGWとして発信されてきた機器は今回定義したHEMSに包含されるものとする。
（補足２）サービスを利用しない場合はローカル（住宅内）だけで動作する。

エネルギー見える化
遠隔メンテナンス、等

太陽光 蓄電池
エコ

キュート
燃料
電池

照明
EVPS/
EVSE

エアコン ・・・

②最適制御

出典 ： 第４回 ERAB検討会配布資料
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ECHONET Lite機器

サービス

スマートメーター

ECHONET Lite機器

スマートメーター

住宅X（サービスA） 住宅Z（サービスB、サービスC）

ECHONET Lite機器

スマートメーター

住宅Y（サービスA、サービスB）

サービス連携

HEMSコントローラ HEMSコントローラ

HEMSコントローラ

サービス連携

サービス A サービス B サービス C

A社サーバ B社サーバ C社サーバ

A社サーバ

A社機器 A社機器

D社機器

（注１） （注１） （注１）

（注１）
HEMSコントローラ機能とECHONET Lite機器間の通信はECHONETLite認証、およびAIF認証の取得を前提とする。（AIF認証は認証仕様が策定されている機器が対象）

HEMS

HEMS

[参考] 全体システム構成例

出典 ： 第４回 ERAB検討会配布資料



ERABにおけるECHONET Lite仕様拡張検討の対象

住宅・小店舗
などに設置

ERAB第２回検討会報告資料より 7



8

● ZEHビルダーを主対象に、説明チラシを3団体連名で作成

普及促進WGの活動事例
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